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Abstract
LetⅦ(Ｒ)bethefamilyofnon-constantmeromorphicfUnctionsonaRiemannsurfaceR・
Wecallavalue,whiChisnottakenbyfE肌(Ｒ),anexceptionalvalueoff.Andletp(ｆ)be
thecardinalnumberofexceptionalvaluesoffe皿(Ｒ).Thenweputア(Ｒ)＝supfEm(､)p(ｆ)，
whichiscalledthePicardconstantｏｆＲ
Ａｎ深sheetedalgebroidsurfaceistheproperexistencedomainofan冗一valuedalgebroid
fUnction,whichisdefinedbythefbUowingeqUation：
Ｓｂ(ご池ね－ｓ,(z)zﾉ"-1＋…＋(－１)ｎ-'８"-,(z)zﾉ＋(-1)ねS河(z)＝０，
whereSd(z)(に0,1,…,河)areentirefunctionswithnocommonzeroandatleastoneof
Si(z)/８０(z)(i＝1,2,.,,)istranscendentaLAndanalgebroidfunctionyiscaUedentireifall
theSi(z)/so(z)(に1,2,…,､)areentireIfRisan”-sheetedalgebroidsurface,thenwe
have2ニア(Ｒ)≦2”bySelberg，stheoryofalgebroidfimctions・
InthispaperweshallconstructaUthesurfacesdefinedbyn-valuedentirealgebroidfimc-
tionshavingatleast冗十１exceptionalvalues・Fhrthermoreweshallinvestigatethevalue
distIibutionofentirefUnctionsonthesurfacesanddeterminethePicardconstantsofthe
surfbLcesundercertainconditions．
与えられたRiemann面Ｒ上の非定数有理型函数の族を肌(Ｒ)と表し，ｆＥ肌(Ｒ)によって取
られない値の個数をP(/)とするとき，の(Ｒ)＝sup/抑(R)p(/)をＲのPicard定数という．Ｒがcompactならばｐ(Ｒ)＝０であり，ＲがopenならばＰ(Ｒ)三２である．また，Picard定数は等角
不変量であるが，さらに，の(Ｒ)＜ｐ(S)ならばＲからＳへの自明でない解析写像は存在しないこ
とが知られている．従ってPicard定数はRiemann面の構造やRjemann面問の解析写像の研究に
おいて重要な役割を果たすと考えられる．しかしながら，一般に与えられたRiemann面に対して，
そのPicard定数を決定することは非常に困難である．そこで，逆に与えられたPicard定数を持つ
Riemann面を構成し，その構造を調査する問題を考える．特に，本論文では代数型Riemann面を考
察の対象とする．
＆(z)(i＝0,1,…,､)を１価整函数とし，１価有理型函数の体上で既約なｎ次代数方程式
ｓｏ(z)ｙｎ－ｓ化)zﾉ"-1＋…＋(－１)n-1sh-1ﾂﾞ＋(－１)"5Ｗ)＝ｏ
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で定義される函数zノーｙ(z)を、価代数型函数といい，ｚ/(z)の固有存在領域を”葉代数型Riemann
面という．ただし，すべてのSiに共通零点はないものとし，さらに，＆/ｓｏ(に1,2,…,､)のうち
少なくとも１つは超越函数であるとする．特にｓｏ(z)三１のときⅢ(z)を整代数型函数という．一般
に、葉代数型Riemann面Ｒに対して，２≦の(Ｒ)≦2〃が知られている．
代数型Rjemann面のPicard定数に関してこれまでに知られている多くの結果は，主としてreg
ularlybranchedな代数型面に関するものであった．regularlybranchedな”葉代数型面とは，Ｇ(z）
をｃ上の１価有理型函数として，ｙ､＝Ｇ(z)で定義されるものである．そこで，本論文では以下の
問題を考察する；
問題1;必ずしもregularlybranchedではない一般の代数型Riemann面をp(y)に関する条件の
みを用いて構成すること
間題2;ｎ葉代数型Riemann面のPicard定数を決定する方法を確立すること
間題１に関して；次の結果を得た；
Theoreml・函数ｙを次の既約な代数方程式で定義される〃価整代数型函数とする；
Ｆ(z,z/)＝ｙｎ－ｓ,(z)y”-1＋…＋(-1)加-1sn-1z/＋(－１)"s祁(z)＝0．
このとき，函数ｖがp(三、)個の有限な除外値を持つのはＦ(z,y)＝０が次の式と一致する場合に
限る；
Ｆ(z,z/)＝Ｐ(z/)＋Ｑ,(y)eHf(曇)＋…＋Ｑ２(y)eH沖)＝０． （１）
ただし，Ｈ７(z)は非定数整函数で，Ｈ;(O)＝Ｏ(ノー1,2,…,‘)．また，Ｐ(y),Qj(ノー1,2,…,2)は
蝿iiw'叫壺I豊芸姜筈二雨Q八川ｺﾙﾊ
で与えられる．ただし，α,､(ルー1,2,…,ｐ一ｍ),bi(に1,2,…伽)は相異なる定数．ｍ(≦”)は
正整数．２は正整数で，ｐ(zﾉ)＝”＋１の場合に、，ｐ(y)三、＋２の場合Ｚ三[m/2]である．さら
1,…,､)は共に正整数で,ｚニルニ",ゴール＝ｍ,及び，
Ｚ"jけＺＥｌｊ,`－Z2j`≦"－１（ノー1,…,2)，
を満たす．Ｐ(z/)はりの最高次係数１の定数係数多項式で，その次数は冗一(",＋…＋nm)であり，
眺望三噸二!iiii;iil4鰯壬蝿蕊測毫繍纐q言蝋
を満たす.さらに,ｚ＋1個の多項式Ｐ(z/),。』(y)(ノー１，…,')のうち如何なる２個も共通零点を持
たない．
特に，２＝１の場合，方程式Ｆ(ｚｗ)＝０は次のようになる；
Ｆ､(z,y)＝Ｐ(y)＋Ｑ(z/)eH(尋)＝０， （E）
ただし，Ｈ(z)は非定数整函数で，Ｈ(O)＝０であり，αをＯでない定数として，
|:鰍#fwIin二三Ｍ
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である．
一般に方程式(1)には複数個の指数函数が現れるが，その個数Ｚは上から
ｚ＜」Ｌ－ｐ(y)_” （２）
で評価される．ただし，ｍは函数ｙの第２種除外値の個数である．ここで，ｂがりの第２種除外値であるとは，Ｆ(z,z/)＝０をz/の定義方程式とするとき，Ｆ(z’6)＝eHに)となる場合をいう．ただし，
Ｈ(z)は非定数整函数である．特にこの評価式(2)から，ｐ(y)＞3,/2ならば２＝ｌが得られ，かっ
この条件が最良であることが具体例から示される．
以下では，（E)式で定義される代数型面Ｒについて考察する．
問題２に関して，次の一連の結果を得た；
rheorem2・方程式仰の判別式、Ｒは
Ｄ屋=．(癖-Ｍ(属){Aﾊﾞﾙ,oxP((P(,)-2)H(ｚ))+…+AC}，
ただしＡ`(j＝0,1,…,P(y)－２)は定数で，AoAj,(ソ)-2≠Ｏである．
rlleorem3．Ｒ上の整函数ノは次のように表現される）
ノー九十八z/＋九zﾉ2＋…＋九一,z/､-1,
ただし，八(i＝1,2,…,、－１)はＣ上の有理型函数で，その極は高々Ｈ'の零点上にのみ存在する．
さらに，ｐ(y)＞3,/２－１の場合，１，(/)＞１，(z/)なるＥ上の整函数ノが存在すると仮定すると，ノで定義される代数型面をＸとするとき,Ｘの定義方程式には唯一つの指数函数ｅＬが現れ，
、ｘ＝、、Ｇ２ （３）
力城立する．ここで,Ｄｘ,、Ｒは,それぞれＸ,Ｒの判別式,ＧはＣ上の有理型函数であり，｣V(r,｡｡,Ｇ)＝S(７，eH),Ⅳ(r,0,Ｇ)＝Ｓ(r,eL)が成立する．
(3)式にBorelの一意性定理を適用することにより，次を得る；
neorem4.Ｒを方程式仰で定義される代数型面とし，その全ての分岐点のpmjectionsの集合
を△とする．また，Ａ(＜、)を正整数とし，各ｚｅ△の上にＥの点が丁度A個づつ存在すると仮定
するこのとき，Ｒ上にp(f)＞3"/2なる整函数／が存在すれば，
Ｐ(f)＝ｍｏ(､一A)＋２， （４）
が成り立つ．ここで，ｍｏは適当な正整数である．
この定理の系として，方程式(E)で定義される代数型面Ｒがregularlybranchedであるとき，Ｒ
上にp(ｆ)＞3,/2なる整函数ノが存在するならば,１，(/)＝2"であることが示される．
Theorem5.Ｒを〃式で定義される、葉代数型面とする．脈・泥ｍ２によって，Ｒの判別式は
、魔=・位~Ｍ(露){Aパオzoxp((p(小2)H(蓬))+▲＋AC＞
ただし，ｍは函数Z/の第２種除外値の個数であり，ＡＣ,…，Ａｐ(昨２は定数でACAP(昨２≠０である．ここで，何で定義される整代数型函数ｙに対してp(y)＞3”/２－１と仮定する．さらに，
Ｊ＝{。:mte9erl(p(z/)-2,.)＝。αＭｄ≦２，－p(z/)｝’
た(牛|`｡）
Ｍ察＝(A91A：ｎｏ呼剛atjMn物er,ｑＥＪ*αMA9≦ｐ(ｇ)－２}．
と置く．
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このとき，Ａｉ≠Ｏ(ｉＥＮＪ鱗)なる、Ｈの係数が存在するならば,Ｐ(Ｒ)＝p(y)である．：
この判別式に付加した条件が完全に除去できるかどうかが今後の重要な課題である．しかしなが
ら，３葉代数型面のうち，ｐ(y)＝５である場合には判別式の条件なしでの(Ｒ)＝５が証明できるもの
の，ｐ(y)＝４の場合には，判別式の形によって，Picard定数が４のもの，５のもの，６のものが存在
することから，判別式の構造がPicard定数決定に本質的な影響を与えていると考えられる．
判別式によって決定される面の被覆構造とPicard定数との間に如何なる関係があるかは非常に
興味ある今後の課題である．
学位論文審査結果の要旨
提出された学位論文及び学位申請書類を各審査委員によって個別に審査すると共に，平成１３年２月５曰の
公開口頭発表と質疑応答の結果をふまえ，同曰に学位論文審査委員会を開催し協議を行った。その結果，本
論文を以下のように判定した。
あるRiemann面上で定義される非定数有理型函数の除外値集合の濃度に対する上限を，その面のPicard
定数という。この等角不変量がRiemann面間の解析写像の研究に有用であることが知られているものの，一
般に与えられた面に対するPicard定数の決定には非常な困難を伴う。然しその面Ｒが複素平面Ｃ上で代数的
な分岐点のみ持つような被覆面であるときにはNevanlinna-Selbergによる代数型函数に関する値分布理論が
適用でき，Picard定数はＲの葉数の２倍を越えないことが示される。そしてこれまでの研究を通して正則に
分岐する代数型Riemann面に関しては種々の結果が得られている。
澤田氏の論文では，必ずしも正則に分岐していない一般の代数型Riemann面を対象にこれらの結果の拡張
を行うと共に，正則に分岐する面では起こり得ない現象について解明した。即ち，代数型Riemann面Ｒ上に
その葉数を超える個数だけ除外値を持つ非定数有理型函数ｙが存在したとき，そのｙが満たすべき代数方程
式を決定し，その定義方程式内に現れる指数函数(換言すればＣ上のPicard定数２を実現する有理型函数)の
個数をｙの除外値の個数を用いて精密に評価した。これにより正則に分岐している、葉の面に対するPicard
定数の間隙値集合(､，３，／2)の存在について新たな知見を得た。
更に澤田氏はこれらの成果を，与えられたPicard定数を持つRiemann面を構成する，いわば逆問題の解
決に応用した。その結果，定義方程式の係数およびその判別式がある一定の条件を満たす面についてPicard
定数を完全に決定した。これにより一般の面では正則に分岐する面とは異なり，Picard定数が葉数の２倍以
下の整数値を埋め尽くし得ることを示した。
澤斤田氏がこの論文内で用いた新しい手法と，各評価の精密さを議論するために与えた興味深い数々の例は，
今後も当該分野の研究へ大きく寄与するものと考える。
以上により，この論文が博士(理学)に値するものと判定した。
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